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場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
連
続
す
る
期
間
は
、
当
該
対
象
家
族
の
当
該
要
介
護
状
態
に
つ
い
て
開
始
さ
れ
た
最
初
の

介
護
休
業
に
係
る
介
護
休
業
開
始
予
定
日
と
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
た
連
続
す
る
期
間
の
う
ち
当
該
労
働
者
が
介
護

休
業
を
し
な
い
期
間
と
す
る
。）」
を
削
り
、「
措
置
」の
下
に「（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て「
介

護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
事
業
主
と
当
該
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
る
事
業
所
の
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が

あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
そ
の
事
業
所
の
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
と
き
は
そ
の
労

働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
で
、
次
に
掲
げ
る
労
働
者
の
う
ち
介
護
の
た
め
の
所
定
労

働
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
を
講
じ
な
い
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
労
働
者
に
該
当
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
事
業
主
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た
期
間
が
一
年
に
満
た
な
い
労
働
者

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
を
講
じ
な
い
こ
と
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
労
働
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

第
二
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
本
文
の
期
間
は
、
当
該
労
働
者
が
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
の
利
用
を
開
始
す
る

日
と
し
て
当
該
労
働
者
が
申
し
出
た
日
か
ら
起
算
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
六
章
」
を
「
第
十
六
条
の
八
」
に
、「
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
」
を
「
育

児
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
三
項
に
定
め
る
措
置
」
を

「
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
職
場
に
お
け
る
育
児
休
業
等
に
関
す
る
言
動
に
起
因
す
る
問
題
に
関
す
る
雇
用
管
理
上
の
措
置
）

第
二
十
五
条

事
業
主
は
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
対
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
そ

の
他
の
子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
制
度
又
は
措
置
の
利
用
に
関
す
る
言
動

に
よ
り
当
該
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
該
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に

対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
二
条
の
三
中
「
前
条
」
を
「
第
二
十
五
条
に
定
め
る
事
項
及
び
前
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
二
中
「
、
第
十
六
条
の
九
」
を「（
第
十
六
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
十
六
条
の
十
」
に
、「
第
二
十
三
条
、」を「
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、」に
改
め
、「
第
二
十
三
条
の
二
」

の
下
に
「
、
第
二
十
五
条
」
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
中
「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
条
第
一
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、「
、
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号

及
び
第
二
号
ロ
」
を
削
り
、「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
及
び
「
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」

を
、「
第
十
六
条
の
八
第
一
項
第
二
号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
第
一
号
」
の
下
に「（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
六
条
の
九

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
並
び
に
第
二
十
三
条
」
を
「
、
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
条
第
一
号
及
び
第
三
号
」
に
、「
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
及

び
第
二
号
ロ
並
び
に
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
三
項
」
に
、「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
六
条
の

五
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
六
条
の
五
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
」
に
、「
第
二
十
三
条
、」を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
、」に
、「
第
六
章
」
を
「
第
十

六
条
の
八
」
に
、「
、
第
十
六
条
の
九
」
を「（
第
十
六
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
六

条
の
十
」
に
改
め
、「「
第
十
六
条
の
五
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
、「
第
十
六
条
の
八
第
一
項
第
二
号
、

第
三
項
及
び
第
四
項
第
一
号
」
の
下
に「（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
六
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
七
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
三
条
、
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
雇
用
保
険
法
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
六
十
三
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
三
条
中
労
働
保
険
の

保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
四
条
の
規
定

並
び
に
附
則
第
十
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
八
条
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定

平
成
二
十
八
年
四

月
一
日

三

第
一
条
中
雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
、
第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
及
び
第
六
十
一
条
の
六
第
四
項

の
改
正
規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
十
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

附
則
第
十
九
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
並
び
に
第
二
十
三
条
の
規
定

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

四

第
二
条
中
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
、
第
三
条
中
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
一
項
の
改

正
規
定
、
同
法
第
十
一
条
の
二
を
削
る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
六
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第

十
五
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
を
付
す
る
改
正
規
定
、同
法
第
十
五
条
の
二
を
削
る
改
正
規
定
、

同
法
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
十
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
を
付
す

る
改
正
規
定
、
同
法
第
十
九
条
の
二
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
、
第
三
十
一
条
及
び
第

三
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
九
条
の
規
定

平
成
三
十
二
年
四
月
一
日

（
介
護
休
業
給
付
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
第
一
条
改
正
後
雇
用

保
険
法
」
と
い
う
。）第
六
十
一
条
の
六
第
四
項
の
規
定
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
第
一

条
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
（
以
下
「
第
二
条
改
正
後
雇
用
保
険
法
」
と
い
う
。）第
六
十
一
条
の
六
の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
を
除
く
。）に
つ
い
て
適
用
し
、同
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法（
次

項
に
お
い
て
「
第
一
条
改
正
前
雇
用
保
険
法
」
と
い
う
。）第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た

者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
一
条
改
正
後
雇
用
保
険
法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に

開
始
さ
れ
た
第
一
条
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
に
係
る
介
護
休
業
給
付
金
に

つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
第
一
条
改
正
前
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業

に
係
る
介
護
休
業
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

第
二
条
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
六
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下「
施
行
日
」と
い
う
。）

以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
（
以
下
「
第
二
条
改
正
前
雇
用
保
険
法
」
と
い
う
。）第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す

る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
高
年
齢
被
保
険
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

六
十
五
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
雇
用
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
か
ら
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
る

者
（
雇
用
保
険
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
施
行
日
に
当
該
者
が
当
該
事
業
主
の
適
用
事
業
に
雇
用
さ
れ

た
も
の
と
み
な
し
て
、
第
二
条
改
正
後
雇
用
保
険
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
就
業
促
進
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

第
二
条
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る

者
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
第
二
条
改
正
前
雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
各
号
に
該

当
す
る
者
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
就
業
促
進
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
移
転
費
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

施
行
日
前
に
第
二
条
改
正
前
雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
受
給
資
格
者
と

な
っ
た
者
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
高
年
齢
受
給
資
格
者
」
と
い
う
。）（
施
行
日
以
後
に
高
年
齢
受
給
資
格
者
（
第
二

条
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
受
給
資
格
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同

じ
。）、
日
雇
受
給
資
格
者
（
第
二
条
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
日
雇
受
給

資
格
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
特
例
受
給
資
格
者
（
雇
用
保
険
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る

特
例
受
給
資
格
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
っ
た
者
を
除
く
。）に
対
す
る
雇
用
保
険
法
第
五
十
八
条
の

規
定
に
よ
る
移
転
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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